
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「『いま ここで 新しく』感じたり、気づいたりできる」 
                  を大切にしたい 

                      

相模原市立中学校長会 会長 守屋 和幸 
 

大昔？卒業文集にこんなことを書きま

した。今でも私の礎になっています。 

「今、ここに、いろんな人たちが、いろん

なことに気づいたり、感じたりして生きて

いる。」 

「そこにいるだけで、息をしているだけで 

意味がある。新しい関係が生まれてくる。」 

一年間、「中学校」を離れて学んだこと 

をキーワードにしていうなら、この２点で 

す。今、ここにいる自分は、昨日までの自 

分ではなく、今、この時点での新しい自分 

であって、そこには失敗とか成功とか優劣 

とか、評価されたりしたりするものはなく、 

そこにあらわれたすべてのものを価値（意 

味）あるものとして受け止めようとする思 

想です。 

子どもも大人も私たちは、何か「役割」 

を持って生活しています。例えば、学校で

は、給食当番、配布係、先生、カウンセラ 

ー、保健室の先生等々、また、家では、親

子、弟妹、兄姉とか。そして、これからも 

いろんな「役割」をもって生活していきま 

す。 

でも、この役割というのは、「役割」がは

っきりしているものだけを指すのではあ

りません。それは、人がそこに居て呼吸し

ているだけでも、あるいは、無意識に相手

に話しかけたり、何気なく仲間と一緒に遊

んだりしているだけでも、「人」に影響を

与えているという「役割」があるというこ

とです。 

つまり、どの人も、どんな状況（場面） 

でも意味があり、人に影響を与えていると

いうことです。良いとか悪いとかではなく、

正しいとか間違っているとかでもなく、

「存在やかかわり自体」に意味があるとい

うことです。 

そう思えるなら、どんな人に出会っても、

どんな状況になったとしても、そこから新

しい関係や意味が生まれるということで

す。私は、そのかかわりの中で、その都度

「『いま ここで 新しく』感じたり、気

づいたりできる」を大切にしたい。 

 これからの自分がとても楽しみです。 

それが「自分らしさを大切にする」という 

ことではないでしょうか。 
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個別相談で、入学を希望する学校の先生から詳しい話を聞くことができてよかっ
たです。 

Q4 どのようなシステムで相談できるのですか。   

 A： 受付で配付される資料や全体会での話を参考に、 

   希望の相談窓口の時間を予約します。予約の時 

   間になったら、そのブースに移動し相談をしま 

   す。待ち時間がある場合には配付される資料に 

   あらかじめ目を通しておくと、より相談がしや 

   すいかもしれません。 

   「学校以外の場所で誰かと交流できる場所って 

   ないかしら？」 

   「フリースクールって関心があるんだけど、ど 

   んな場所？費用は？どんなことやってるの？」 

   といったことを受付のスタッフに伝えていただ 

   ければ、ご要望に適した相談窓口への案内をお 

   手伝いします。 

Q３ 相談の窓口はどういうものがありますか。  

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Q１ どんな目的で開催されるのですか。 
 
A: 不登校で悩む生徒や高校中退者一人ひとりの自立や 
  学校生活の再開に向け、相談・説明を通した支援を 
  行う場です。 
 
 ①不登校や中退等にかかわる現在の状況や願いを伺い、 
  自立を目指すための助けとなる情報を提供します。 
 ②そうした方々が進路に見通しが持てるように就職支 
  援を含む進路情報も提供しています。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   Q２ どんな人が対象ですか。 

A: 不登校に悩む小・中学生ご本人、高校を中退したご 
  本人、ならびにその保護者、家族の方が参加されて 
  います。 
  また、小・中学校の教員の方々にもご案内していま 
  す。 

A: 9月相模原での開催時に設置されたブースは次のとお  
    りです。 
  各機関、各団体のスタッフが直接相談・説明をします。 

 
 
  
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  全体会では入試の概要についての説明もあります。   

参加者からの声です 

いろいろなつらい思いをして不登校にある娘ですが、本人が楽しく再出発できる
ように考えていきたいと思います。このような企画を開いていただき、感謝して
おります。 

いろいろな話を聞いて、不登校の子どもたちにもさまざまな道が開かれている
ことがわかり、安心しました。また、多くのフリースクールもわかって参考に
なりました。本人に合うところを見つけていけたらいいと思いました。 

この企画で進路のことや日々の過ごし方について、とても参考になるお話を伺う
ことができました。 

どのブースでも話をよく聴いていただき、心が軽くなりました。ありがとうござ
います。 

毎年、県内各地で開催されます。
（今年度、相模原市では９月に開
かれました。）進学、就職について
の相談はもとより、さまざまな取り
組みをしている団体や機関の相談
も受けられます。 

各ブースは 

パーテーション等で
仕切られていて、安
心してお話ができま
す。 

 
 新年度の予定は、 
 学校を通してお知らせし 
 ます。また、青少年相談 
 センターのホームページ 
 にも掲載しますので、 
 是非、ご覧ください。 

 
  相模原市教育委員会 青少年相談センター 

  神奈川県教育委員会 学校支援課 子ども教育支援課 
  高校教育課   総合教育センター 
  かながわ子ども・若者総合相談センター 
                （県立青少年センター） 
 足柄ふれあいの村 
 県立神奈川総合産業高等学校（定時制） 
 県立津久井高等学校（定時制） 
 厚木清南高等学校（通信制） 光明学園相模原高等学校 
 星槎中学高等学校  相模原調理師専門学校 
 さがみはら若者サポートステーション 
 フリースクール鈴蘭学園 太陽の村 星槎教育研究所 
 

フリースクールの 
情報がほしいなあ。 

うちの子にはどんな進路が
合うんだろう。 

そんな時・・・ 

へお越しください。 

お子様の状況に合わせた
進路や支援について、い
ろいろな機関のスタッフ
がお話をうかがわせてい
ただきます。 



 

 

青少年相談センターでは、野外体験活動や制作活動などを通してコミュニケーション能力の向上を図り、 
集団への適応力を高めるために、「ふれあい体験活動」を開催しています。市内に在住・在学の不登校や登
校をためらいがちな、または集団生活が苦手な小・中学生及びその保護者が参加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヤングテレホン相談  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回を「ふじの体験の森やませみ」で開催
し、２６名の小・中学生と２３名の保護者が参
加しました。１日目は川遊び（みんなで追い込
み漁にチャレンジ！）と野外炊事（仲間と協力
してカレー作り！）を行い、やませみに一泊し
ました。 夜は広場で寝転がりながら星空を見上
げました。 
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SSWは学校からの依頼で不登校等の児童生徒について、先

生方とケース会議をします。SSWは先生たちからの情報をも

とに、「その子はどんな子なのかな」「保護者はどんな方なの

かな」とイメージし、どんなことをすれば、その子やそのご

家庭にとって一番よいのかを一緒に考えていきます。SSWが

直接子どもや保護者の方と会わない場合もありますが、その

後の経過の確認で先生やカウンセラーから「少しずつだけど

登校するようになってきた」「進路が決まった」「無事卒業し

た」と伺った時には、イメージ上のその子が笑顔になってい

るところを勝手に想像し、自分も幸せな気分になっていま

す。 

 

 

先日眼鏡を新調しました。自分としては思い切ってデザイ

ンを変えてみたのですが…、周りはおろか妻でさえも気づか

ず…『まぁ、人の顔なんてそんなに見ないしなぁ』と思って

いました。そのうち、自分自身が眼鏡を変えたことなど忘れ

ていました。ところが子どもたちは気づくのです。「先生、

眼鏡かえたでしょ？」「前のは黒くて細いやつだったもんね」

という具合に。週に一度しか顔を合わせない大人の変化に子

どもたちは敏感です。それだけでなく、友達の様子や校庭を

駆け巡る季節の移り変わりなど…。そんな私が通りすぎてい

る「気づき」を子どもたちは教えてくれるのです。だからこ

そ、そんな気づきを持つ子どもたちが、どんな大人になって

いくのか、私は楽しみでならないのです。 
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チャレンジ！やませみ 
 

第１回 

７月 21日（土） 

～22日（日） 
チャレンジ！若あゆ 

 

1月 26日（土） 

第２回 

土曜日も相談をお受けしています。 

 
月曜日～金曜日 15 時 30 分～21 時 

土曜日     13 時～17 時 

※年末年始、祝祭日をのぞく  

最終受付：終了 15 分前 

℡042-755-2552 
19 才以下の人とその保護者 

（匿名での相談もお受けします。） 

Eメール相談（24時間受付） 

 

 

（Jスクールソーシャルワーカー） （Kカウンセラー） 

第２回を「相模川自然の村野外体験教室（ビレ
ッジ若あゆ）」で開催しました。オリエンテーリ
ングでは、グループの仲間と協力してクイズやゲ
ームをクリアしながら館内を探検しました。午後
はウォールクライミング、ディスクゴルフ、染め
物、小枝と木の実のクラフトなど、選択した活動
を楽しみました。【下記はグループで作った川柳】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

土のなか ふむと楽しい しもばしら 

冬の日は こたつにみかん うれしいな 

雪遊び 空が晴れたら またこんど 

日々の心温まるひと時について、青少年教育カウンセラー、 

スクールソーシャルワーカーのお二人が教えてくれました。 


